
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

経営比較分析表
愛知県　豊橋市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

1,445.37 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A1 378,485 261.86

・①経常収支比率は、100％を超え黒字経営となっ
ており、経常収益の大半は給水収益で賄えている。
また、②累積欠損金もなく、⑤料金回収率は、類似
団体平均値、全国平均と比べ高い水準を満たしてお
り、損失を出さずに適切な料金水準に基づいた給水
収益による安定した経営が行われている。
・⑦施設利用率、⑧有収率ともに類似団体平均値、
全国平均と比べても高い水準を満たしていることか
ら、効率的な施設稼働と配水の供給が行われ、給水
収益に繋がっているといえる。また、⑥給水原価
が、類似団体平均値、全国平均と比べて低く、1
の有収水を製造するにあたり費用対効果も高い水準
を保持している。
・③流動比率は、各年度により多少の変動が見られ
るものの各年度200％を超えており、流動負債に対
する流動資産が適切に確保できている。また、④企
業債残高対給水収益比率が毎年度低下していること
から、給水収益が減少傾向にあるなかでも、適切な
企業債の借入と償還が行われている。「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

1,707.35 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 84.49 99.65 1,479 376,266 220.38
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

【113.56】 【0.87】 【262.74】 【276.38】

【89.95】【59.76】【163.72】【104.99】

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

2. 老朽化の状況について

・①有形固定資産減価償却率と②管路経年化率がと
もに類似団体平均値、全国平均よりも高いことか
ら、諸施設及び管路の改良・更新の実施が必要であ
る。こうした状況を踏まえ、平成27年度までに第6
期配水管整備事業、第2期水道施設整備事業を実施
し、その結果として、③管路更新率が類似団体平均
値、全国平均よりも高い数値として表れており、整
備事業の成果が反映されている。平成28年度から
は、第7期配水管整備事業、第2期水道施設整備事業
（後期）を開始しており、今後も、計画的に整備事
業を推進していく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

・経営の健全性・効率性については、経営を健全か
つ効率的に行えていると考えられるが、依然とし
て、節水機器の普及や節水意識の高揚、給水人口の
減少による使用水量の減少の傾向がみられ、給水収
益の減少が見込まれるため、今よりも厳しい経営環
境となっていくことが予想される。こうした状況の
中でも、年間配水量の減少量に下げ止まりの傾向が
見られるため、今後は、年間配水量の増減量に特に
注視、考慮しつつ、事業計画をたてる必要がある。
・老朽化については、今後も各整備事業を適切に計
画、実施していき、老朽化した諸施設及び管路の改
良・更新に順次対応していく必要がある。
・以上のことから将来にわたって安全で安心な水を
低廉な価格で安定的に供給していくため、老朽化し
た諸施設及び管路の改良・更新に対応できるよう財
源確保を適切に行っていく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)
【47.18】 【13.18】 【0.85】


